
省エネ法　定期報告書の任意開示制度　個社シート【２０２３年度提出分（２０２２年度実績）】 資源エネルギー庁作成

参考情報

（Reference information）
＊は選択開示項目

【業界の特色】

＜参考：定期報告書データに基づく業界毎の集計値＞　注：エネルギー使用量のシェアが全体の0.03 %以上で、事業者数が 10  件以上の業種細分類について集計

＜5年度間平均原単位変化　20□□年度報告（20□□年度実績）>

【取組の概要③：カーボンニュートラルに向けて】　 （任意記述欄）

１．自由記述欄 （カーボンニュートラルの実現等に資する企業独自の取組や革新的技術に係る研究開発等の取組について）

（任意記述欄）

１．エネルギーの使用の合理化に関する事項 （任意記述欄）

２．非化石エネルギーへの転換に関する事項

２．関連リンク

：

：

：

【取組の概要①：業界の事情等を考慮した取組について（定量指標）】　

該当指標なし

【取組の概要②：業界の事情等を考慮した取組について（定性的事項）】　

　●●（最大230字程度）※185×1792ピクセル

　●●（最大230字程度）※185×1792ピクセル

　　●●（最大1,760字程度）※1258×1792ピクセル

目指すべき水準 - -

-

ベンチマーク指標の状況 -

目標（2030年度） -

ベンチマーク区分 - -

直近５年度間の実績値

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

目指すべき水準 - -

- - - - -

ベンチマーク指標の状況 -

2027
年度

ベンチマーク区分 ■■ ■■■■業

- - - - -

目指すべき水準 □□.□ MJ／t以下

目安設定業種 - -

ベンチマーク指標の状況 非達成

目安（2030年度）

-ベンチマーク区分 - -

目安設定業種 ■■ ■■■■業

５年度間平均原単位変化＊ -

目安（2030年度）

【指標】●●●●に向けた取組による、2030年度にお

ける●●●●の●●●に占める●●●の割合。【ベンチマーク指標の状況（合理化）】

ベンチマーク区分 ■■ ■■■■業

【目安となる水準】　□□％以上

目指すべき水準 □□.□ kℓ／t以下

目標（2030年度） □□%

ベンチマーク指標の状況 達　成

直近５年度間の実績値

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2026
年度

2027
年度

事業者全体の
電気需要最適化評価原単位

対前年度比＊

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

- -

DR実施日数＊ -

直近５年度間の実績値

2023
年度

2024
年度

2025
年度

- - -

- - - -

□□□□□□

目標（2030年度） □□% DR実施日数 回

主たる事業における
電気需要最適化評価原単位（2023年

度）＊
-

原単位分母
　【　　　－　　　】

電気の非化石比率 事業者全体で使用する電気 調整後温室効果ガス排出量 t-CO2 □□□□□ □□□□□

kl □□□□□ □□□□□ □□□□□□

【電気の需要の最適化】 【非化石エネルギーへの転換】
非化石エネルギー総使用量 kl

事業者全体の
５年度間平均原単位変化（％）

□□.□ t-CO2 エネルギー総使用量

2221 製鋼・製鋼圧延業
20□□年度報告（20□□年度実績）

平均値 中央値 最大値
□□.□ □□.□ □□.□

事業者全体の
エネルギー消費原単位

対前年度比

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

t-CO2

□□.□ t-CO2

【エネルギーの使用の合理化】 【調整後温室効果ガス排出量の算定に用いた認証排出削減量等の量】

●●業は・・

細分類
(主たる事業）

■■■■ ■■■■■■業
非化石エネルギー

総使用量＊
- GJ - kℓ

エネルギー管理統括者

t-CO2

主たる事業における
エネルギー消費原単位

（2023年度）

□.□□
原単位分母

【■■■量（トン）】
種別＊ 合計量＊

主たる事業
の寄与度

□□ ％ Jクレジット □□□□□

コード 項目名 エネルギー総使用量 □□□□ GJ

【役職】 調整後温室効果ガス
排出量

□□□□□ t-CO2
【氏名】

（　　　　タイトル　　　　　　　　　（最大20文字）　） ●●●●●（URL）
（　　　　タイトル　　　　　　　　　（最大20文字）　） ●●●●●（URL）
（　　　　タイトル　　　　　　　　　（最大20文字）　） ●●●●●（URL）

※個社シートを閲覧するにあたっては必ず事前に別冊の｢任意開示制度の手引き｣をご一読ください
（https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/□□□/□□□）

○○株式会社 銘柄コード 1111

（○○ Corporation） 法人番号 1111111111111

□□□□□ kℓ

中分類 ■■ ■■■■業
前年度エネルギー

総使用量
GJ □□□□ kℓ

日本標準産業分類
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削減⽬標（1%/年） N=43

将来

スペース

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ Ａ
個社の開⽰内容
定期報告書の開⽰項⽬
（次⾴参照のこと）

Ｂ 個社の任意記述欄
（次⾴参照のこと）

Ｃ
個社の属する業界報
業界の特⾊を記述
（次〃⾴参照のこと）

Ｄ 個社の任意記述欄
（次〃⾴参照のこと）

個社シートの構成（省エネ法定期報告書の任意開⽰制度：令和５年度試⾏運⽤版）

個社シートの公開に当たっては、⾒⽅の注意点等をまとめた別冊の「任意開⽰制度の⼿引き（名称仮）」を併せて公開予定です

左側：個社の開⽰情報 右側：読み⼿に対する参考情報



項⽬ 出所※Ⅰ 内容

① 開⽰企業の情報
特定表表紙、
宣⾔フォームに
記載した内容

銘柄コードや法⼈番号等の企業情報につい
て記載します。

② エネルギー総使⽤量及び調整
後温室効果ガス排出量

特定第２表
１−１

エネルギー総使⽤量について記載します。

特定第１２表
環境⼤⾂及び経済産業⼤⾂が定めるところ
により算出した調整後温室効果ガス排出量
を記載します。

③
調整後温室効果ガス排出量の
算定に⽤いた認証排出削減量
等の量

特定第１２表６
Ｊクレジット等の認証排出削減量を記載し
ます。

④ エネルギー使⽤の合理化
特定第３表１

エネルギー使⽤量をエネルギー使⽤量と密
接な関係を持つ値で除したエネルギー消費
原単位を記載します。

特定第４表１ 定期報告書に記載の５年度間対前年度⽐／
５年度間平均原単位変化を記載します。

⑤ ベンチマーク指標の状況 特定第６表
特定の業種・分野について、当該業種等に
属する事業者が中⻑期的に達成すべき省エ
ネ基準（ベンチマーク指標）の状況を記載
します。

⑥ ⾮化⽯エネルギーへの転換 中⻑期計画書
ⅣⅠ※２

⾮化⽯化電気の使⽤割合や定量⽬標の⽬安
に対する2030年度の⽬標値を記載します。

⑦ 取組の概要①（任意記述） 申請フォームの
登録内容※３

業界固有の定量指標について業界団体等か
ら資源エネルギー庁へ要望や提案があった
場合に、来年度の本運⽤以降の開⽰シート
への反映が検討可能な拡張欄。※4

⑧ 取組の概要②（任意記述） 申請フォームの
登録内容※３

定期報告書の開⽰項⽬について、各数値の
変動の理由や省エネ法における合理化や⾮
化⽯転換に関する定性的な取組について説
明を記載します。

②

③④

⑤

⑦

⑥

個社シートの左ページの構成

①

※１）定期報告書等の表番号を記載しています。
※２）項⽬⑥は令和５年度の試⾏運⽤では中⻑期計画書の値を反映します
※３）｢取組の概要｣の申請フォームに登録した内容（８⽉上旬受付開始/１０⽉末頃締切）

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/overview/disclosure/
※４）本年度の試⾏運⽤ではトライアルで「鉄鋼業」のみテスト反映

①

⑧



資源エネルギー庁作成

参考情報

（Reference information）

【業界の特色】

＜参考：定期報告書データに基づく業界毎の集計値＞　注：エネルギー使用量のシェアが全体の0.03%以上で、事業者数が 10  件以上の業種細分類について集計

＜5年度間平均原単位変化　20□□年度報告（20□□年度実績）>

【取組の概要③：カーボンニュートラルに向けて】　 （任意記述欄）

１．自由記述欄 （カーボンニュートラルの実現等に資する企業独自の取組や革新的技術に係る研究開発等の取組について）

２．関連リンク

：

：

：

　　●●（最大1,760字程度）※1258×1792ピクセル

□□□□□□

DR実施日数 回

調整後温室効果ガス排出量 t-CO2 □□□□□ □□□□□

kl □□□□□ □□□□□ □□□□□□

非化石エネルギー総使用量 kl

エネルギー総使用量

2221 製鋼・製鋼圧延業
20□□年度報告（20□□年度実績）

平均値 中央値 最大値

●●業は・・

（　　　　タイトル　　　　　　　　　（最大20文字）　） ●●●●●（URL）
（　　　　タイトル　　　　　　　　　（最大20文字）　） ●●●●●（URL）
（　　　　タイトル　　　　　　　　　（最大20文字）　） ●●●●●（URL）

※個社シートを閲覧するにあたっては必ず事前に別冊の｢任意開示制度の手引き｣をご一読ください
（https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/□□□/□□□）
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削減⽬標（1%/年） N=43

将来

スペース

項⽬ 出所 内容

⑨ 業界の特⾊ 資源エネル
ギー庁

開⽰企業の主たる事業に属する業界（中分
類）の特⾊について紹介する欄。また、定期
報告書のデータから計算した業界の代表値等
を記載します。

⑩ 取組の概要③（任意記述） 申請フォーム
の登録内容※３

定期報告書の数値には表れない、各社の先進
的取組やカーボンニュートラル実現に向けた
ストーリーなどを説明できる⾃由記⼊欄とな
ります。

⑪ 関連リンク（任意記述） 申請フォーム
の登録内容※３

各社の中⻑期ビジョン等を掲載するホーム
ページの参照URLを取組の概要とセットで公
開しています。

⑨

個社シートの右ページの構成

⑩

⑪

※３）｢取組の概要｣の申請フォームに登録した内容（８⽉上旬受付開始/１０⽉末頃締切）
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/overview/disclosure/



任意開⽰の対象とする情報項⽬
• 2022年11⽉の省エネルギー⼩委員会及び同年12⽉の⼯場等判断基準WGにて
議論を⾏い、開⽰の対象とする項⽬等について以下のとおり選定した。

事業者の基本情報

法⼈名

⾮化⽯エネルギーへの転換
に関する情報

Jクレジット等の⾮化⽯価値（※）

法⼈名（英字） 電気の⾮化⽯転換に関する⽬標・報告

証券コード ⽬安設定業種における⾮化⽯転換に関する⽬標・報告

法⼈番号 その他任意に設定する⾮化⽯転換に関する⽬標・報告（※）

主たる事業・細分類番号 ⾮化⽯エネルギーへの転換に関する指標の状況が
改善しなかった理由（※）

エネルギー管理統括者の役職・⽒名 ⾮化⽯エネルギーへの転換に関するその他の取組（※）

エネルギー総使⽤量

電気の需要の最適化
に関する情報

DR実施⽇数（※）

⾮化⽯エネルギー総使⽤量（※） 直近5年度間の電気需要最適化原単位（※）

前年度エネルギー総使⽤量 5年度間平均電気需要最適化原単位変化（※）

エネルギーの使⽤の合理化
に関する情報

直近5年度間のエネルギー消費原単位 電気需要最適化原単位が改善しなかった理由等（※）

5年度間平均エネルギー消費原単位変化 電気の需要の最適化に資するその他の取組（※）

原単位が改善しなかった理由等（※）

温対法関連情報

温室効果ガス排出量

ベンチマーク指標の状況 調整後温室効果ガス排出量

ベンチマーク指標の算出に当たる参考情報（※） Jクレジット等の認証排出削減量（※）

エネルギーの使⽤の合理化に関するその他の取組（※）

【開⽰の対象とする項⽬】 （※）は選択開⽰項⽬。その他は、開⽰に同意した事業者が共通で開⽰する項⽬。

2023年2⽉15⽇ 省エネルギー⼩委員会
事務局資料より抜粋


